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海外派遣留学プログラム月間報告書 

(報告期間：2018/08/01 ～2018/09/01) 

                                               

１． 勉学の状況 

 私がタイに渡航してから、もう 1 ヶ月が過ぎました。毎日とても充実した日々を送ることが

でき、時間が過ぎるのが早く感じます。 

 私が現在留学しているのは、バンコクにあるカセサート大学という歴史ある国立大学です。タ

イで最初の農業大学として創設され、キャンパスは全部で 4 つ、学生数は約 68,000 人とタイで

最も規模の大きい大学の 1 つでもあります。私が現在、勉強しているのはバンコクの中心部に

あるバンケンキャンパスで、学校終わりや週末に買い物や観光ができるのがいいところです。ま

た大学内にはフードコートがいくつもあり、料理の種類も豊富で全く飽きません。しかも 1 食

約 120 円なので、授業がない日も通ってしまいます。 

 私が所属するのは、農学部熱帯農学科インターナショナルコースでタイ人、日本人、インドネ

シア人、オランダ人など様々な国籍を持つ学生が一緒に授業を受けます。留学生は、学科の 1

年生から 4 年生が受ける授業の中から取りたい授業を取ることができ、私は最初の２週間、色々

な授業に参加してみて、熱帯農学基礎、農業普及学、園芸生理学、タイ語の 4 つの授業を取る

ことにしました。1 つの授業は 3 時間から 4 時間なので、日本の授業と比べるとかなり長く感じ

ます。私は、千葉大学では国際教養学部に所属し、他の留学生とは異なり、農学の知識がほとん

どないので 4 つだけでも授業についていくのが大変です。しかし、もともと学びたいと思って

いた分野を深く学ぶことができているので、とても楽しいです。 

  

２． 生活の状況 

 私が住んでいるのは、大学からスクールバスで 10 分くらいの留学生寮で日本と韓国のハーフ

の子と二人で１つの部屋をシェアしており、ほとんどの時間をそのルームメイトと一緒に過ごし

ています。他の留学生もほとんど同じ寮に住んでいるので、夕飯を一緒に食べたり、1 回の共有

スペースでみんなとおしゃべりするのが日課になっています。週末はマーケットに行ったり、電

車で少し遠くに出かけたり、観光することが多いです。交通は日本ほど整っていませんが、バス

や電車で安く色々なところに行くことができるのも魅力的です。気候も食べ物も人も今のところ

全て気に入っており、タイ語をあまり話すことができないのは残念ですが、本当に住みやすくい

いところだと思います。また、タイ人はとてもフレンドリーな人が多いので、最初はタイ人の友

達があまりいませんでしたが、仲良くなったタイ人の友達が色々な人を紹介してくれ、さらにそ

の友達の紹介などで、友達がたくさんできそうです。５か月しかないので、できる限り色々なこ

とにチャレンジしたいと思っています。 

 また、学校学習とは異なりますが、午前中のみしか授業がない日が多いので、平日の午後に自
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分で探して見つけた団体でボランティアに先週から参加させていただくことにしました。その団

体は、日本の財団で貧しい子供たちに本を届ける活動を主にしている団体で、日本人のスタッフ

数名とタイ人のスタッフで運営しています。バンコクは発展がかなり進みつつある一方で、まだ

十分に教育を受けることができない子供たちも多く存在しています。カセサート大学で学ぶこと

も留学生活で大切なことですが、普段生活しているだけでは見えてこないそのような面を自分の

目で確かめたいと思い、ボランティアとして関わらせていただくことにしました。まだ、わから

ないことが多いので、これから活動していく中で、自分のできることをしっかり見つけていきた

いと思っています。 

 

クラブ紹介の様子  

タイ人の学生をバディとして紹介しても

らえる仕組みがあり、私のバディの所属

する Acoustic club が新入生のために演奏

しているところです。 

とても優しいバディで、困ったときやわ

からないことがあったらいつも助けてく

れます。 

 

 

 

学食の紹介 

農学部の近くにある学食で最近お気に入りのク

カピという名前の料理です。 

エビのエキスが入ったご飯と、お肉と野菜が盛り

合わせてあり、スープまでついて約 90 円！ 

 

 

 

 

Huanmun マーケット 

寮からいける距離にマーケットがたくさん

あり、学校が終わってからたまに行きます。

服や雑貨などなんでも安く買うことができ

るのでおすすめです。 
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クラブ紹介の様子 

タイ人の新入生向けに様々なクラブがイベ

ントを行っていました。私は留学生ですが、

タイ人の友達に連れてってもらいこっそり

参加させてもらいましたが、タイ語でゲーム

をするのには少し苦戦しました。 

また、タイの大学は制服があり、シャツに女

子は黒いスカート、男子は黒いパンツを履き

ます。写真はその制服を着ているときです。 

 

 

週末の様子 

マーケット、動物園、お寺、博物館

など色々なところにタイ人の友達

が連れてってくれることが多いの

で、とてもありがたいです。英語は

ほとんど通じないので、一緒にいて

くれるだけで心強いです。 

 

 

 

 

 

 

 

農学部の学生が中心になって行っ

たイベントの様子 

手作りの料理や研究の成果を披露

する場で、普段見ない料理を味わ

えて面白かったです。写真は、生

徒が作ったコオロギのから揚げで

す。私は、虫が苦手なので食べれ

ませんでした。 
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アユタヤ旅行の様子 

先週末にタイ人の友達がアユタヤに

連れてってくれました。バンコクを出

たのは、初めてだったのでとても新鮮

で楽しかったです。アユタヤはかつて

タイの首都で、戦争の跡地が今でも残

っており、歴史を学ぶこともでき、よ

かったです。 
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海外派遣留学プログラム月間報告書 

(報告期間：2018/09/01 ～2018/10/01 ) 

                                               

１． 勉学の状況 

 カセサート大学で授業を受け始めてから 2 ヶ月が経ちました。大学での授業は、5 ヶ月間で１

つの科目を勉強するため、9 月末から 10 月の始めにかけて中間テストとして大きな試験があり

ました。千葉大学ではレポートの課題が多かったため、試験の勉強方法を忘れてしまっており、

勉強の仕方を思い出すところから始まりました。私は農学部の授業、３つの科目の試験があり、

覚えることが多く２週間前から勉強を始めましたが、大変でした。テストの結果はクラス全員に

公開させてしまうため、必死でしたが、基礎知識がないことと勉強時間が足りていなかったせい

で、結果はまだ帰ってきていませんが、おそらくあまりいいスコアを取れていないと思います。

12 月に期末試験があるので、そちらではもっと良いスコアが取れるように頑張ります。 

 また、１つの授業を複数の先生が教える場合、先生によって試験をするか課題を出すか異なり

ます。Physiology of Horticulture という科目のある先生は、毎週レポート５枚の課題を出すため、

試験よりもそちらの課題の方が大変で、毎週末泣きそうになりながらやっています。最近は、友

達も増えてきて、遊びと勉強のバランスをとることの必要性を感じています。 

 

２． 生活の状況 

 生活にも慣れてきましたが、タイ語は相変わらずほとんどわかりません。友人同士の会話はほ

とんどタイ語なので、タイ語を理解したいという気持ちが強まり、少しずつ勉強しています。文

法は簡単なのですが、発音と文字が特に難しく、まだまだ時間は必要そうです。 

 バンコクの大きな問題の一つに渋滞があります。週末や雨が多く降ったりすると特にひどく、

いつもなら 30 分で行けるところに２時間かかったりします。ボランティア先から帰る途中、雨

がひどく降った日がありました。その時ひどい渋滞に巻き込まれてしまい、最寄りの駅からバス

に乗ったはいいものの 30 分以上全くバスが動かず、帰れる見込みがなかったため、途中でバス

を降りて、近くのショッピングモールで時間を潰すことにしました。夕飯を食べて１時間くらい

経って、道路を見に行きましたが、状況が全く変わっていなかったので、渋滞の軽いところまで

歩くことにしましたが、どこまで行っても車がほとんど動いておらず、結局１時間半ほど歩いて

寮まで帰りました。もっと近くに電車の駅ができる予定なのですが、おそらくあと 2 年はかか

るようなので、残念です。 

 また、今月はタイに来て初めてお腹を壊しました。ラチャダーマーケットという綺麗なマーケ

ットに行った時、海鮮をトランジットでバンコクに来ていた日本の友人と食べたのですが、帰っ

て次の日くらいにとてもお腹が痛くなり、一緒に行った友人もお腹を壊してしまって、とても後

悔しました。バンコクに来て、屋台やマーケットでご飯を食べても平気だったので、油断してま
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した。連れて行った友人にも申し訳なさでいっぱいです。 

 さらに、今月はずっと私が行きたかったワットアルンにインドネシア人の友達と行き、ワット

ポーにタイ人の友人と行きました。タイの観光地は、大抵タイ人は無料でも、外国人は入るだけ

にとても高い入場料を払わなければなりませんが、カセサート大学の学生証を見せると無料にな

ることがあります。ワットアルン、ワットポーもそのような場所の一つで、無料で入ることがで

きたのでよかったです。タイのお寺は日本とは全く異なり、カラフルで細かい細工がしてあるお

寺が多いように感じます。他にも行きたいワットがバンコク内にも多くあるので、残りの時間を

利用して全て行きたいと思います。 
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海外派遣留学プログラム月間報告書 

(報告期間：2018/12/01 ～2019/01/01 ) 

                                               

１． 勉学の状況 

 期末試験やプレゼンテーションなどを終え、今月で半年間のプログラムが終了となりました。

中間テストでの反省を生かし、期末試験はより効率よく勉強できたと思います。テストの結果は

まだきていませんが、中間テストよりよくなっていることを願います。中間テストよりも分量が

多く、記述試験が主だったので少し大変でした。 

 私がカセサート大学に留学した目的は、農業と英語を学ぶこと、格差や貧困問題などについて

知るでした。100 パーセントそれが達成できたかと言われたら、そうとは言えない部分もありま

すが、留学前の自分と比べて考え方や自分の目標とすることが変わった気がします。農業、特に

タイの農業について学び、やはり自分は農学について興味があることを再発見できたと同時に、

日本とは異なる熱帯農業やタイの農業の仕組みなどについて知れたことは大きかったです。しか

し、英語力を向上させるという点についてはあまり変わった自信がありません。授業は英語で行

いますが、日常的に聞こえてくる言葉はタイ語やインドネシア語、日本語なので、英語圏に留学

するのとは違うと思いました。しかし、私はそれよりも出会いに恵まれて、日本人を含め色々な

人の意見や考え方を知り、自分に足りないところや自分が本当に興味があることがわかってきま

した。12 月になり、終わりが近づくと同時にそのことにさらに実感し、やはりこのプログラム

に参加してよかったなと感じます。高校生の時にも長期の海外留学に参加した経験がありますが、

その時とは同じ留学でも全く違うものになったと感じます。高校での留学も大学での留学もそれ

ぞれ良いところはありますが、大学での留学は自由度が本当に高いと思いました。自分が取りた

い農学部の授業をとったり、大学外でボランティア活動に参加したり、WFP や FAO、大使館の

方などに話を聞きに行ったり、インターンを探したり、いろんな場所に観光しに行ったり。やろ

うと思えば、できることはたくさんあります。留学の目的は人それぞれなので一概には言えませ

んが、ただ勉強だけに縛られるのではなく、いろんな経験をする方が私は価値があると感じまし

た。それが大学での留学の良いところの一つだと思います。 

 1 月中旬からフィリピンでのインターンシップに参加しますが、それもスラムのボランティア

先で出会った大学生に紹介していただいた方のつながりで、その団体でインターンできることに

なり、前にも述べたように人との出会いに恵まれた半年間だと感じました。人とのつながりは本

当に大切で、だからこそ出会った人とのつながりをこの先も続けていくことが重要で、私もその

人たちにこの先も付き合いたいと思ってもらえるように頑張らなければならないと思いました。 

 

２． 生活の状況 

 授業によっては、12 月の頭に終わってしまったものもあったので、12 月は割と授業数が少な
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く、最後に色々なところに行けました。私は、年末年始をタイで過ごしてみたかったため、少し

残りましたが、授業が終わると同時に一緒に勉強した友人たちが次々に母国に帰ってしまったの

で、とても寂しかったです。5 ヶ月間という短い期間でしたが、色んな人と出会い、様々な経験

をし、とても濃い 5 ヶ月間でした。 

 今月の始めには、農学部の交換留学生のプログラム修了式がありました。一人ずつ名前が呼ば

れて、終了証書をいただきました。同じプログラムを一緒に過ごした人たちに感謝の気持ちを伝

えたかったため、前に立って少し挨拶する時間をいただきました。留学前だったら躊躇して上手

く話せなかったかも知れませんが、留学を終え自分の英語力にも自信がつき、顔なじみになった

みんなの前なら言えると思い、簡単でしたがこのプログラムに参加してどう感じたか、どれほど

貴重な機会だったかを含めて感謝の気持ちを述べました。自分の英語力はまだまだ十分ではあり

ませんが、以前よりも周りの人に気兼ねなく話せるようになったと思います。 

 12 月末から 1 月の始めにかけては、タイ人の友人が計画してくれチェンマイへ旅行に行きま

した。11 月にも一度旅行で行ったので、今回は 2 回目でしたが、タイで一番高い山に行ったり、

キャンプをしたり、カフェを巡ったり、前回とは全く異なるプランだったので、十分楽しむこと

ができました。私以外タイ人だったので会話が全然わからなかったりしましたが、泊まる場所の

予約からバイクの運転など何から何までやってもらい、写真もたくさん撮ってくれ、とても充実

した旅行になりました。 

この旅行で感じたのは、タイ人は日本人よりおもてなしの心が強いのかもしれないと思いました。

タイ人の優しさはこの留学中なんども感じて来ましたが、タイ人の友人になぜそんなに良くして

くれるのか聞いたところ、あなたは外国人で助けたりもてなしたりするのは当然のことでしょ、

と言われました。確かにそうですが、日本人はシャイでいろんなことを気にしていて、タイ人ほ

ど外国人に優しくできていないと思います。私は、何事もマイペンライ（気にするな）で片付け

てしまうそんなタイ人の性格が本当に素晴らしいと思いました。 

 




